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【結果】腹囲の自己申告値は、男性では平均 0.8cm 過大であったのに対し、女性では平均 5.1cm 過
小申告していた。身長、体重、BMI の測定値と自己申告値間で男女とも相関係数 0.98 以上の非常
に強い相関が認められたが、それに比べて腹囲の測定値と自己申告値間の相関係数は男女とも低











る自己申告値の精度を見るための方法として Bland-Altman Plot は適切か、など 10項目の質
問がなされた。主査の上島教授からは、waist circumference と abdominal circumference の
用語の互換性、腹囲が BMI よりも優れている根拠、健診データの代表性、など 6 項目の質問が
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